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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
は
、
全
て
の

方
々
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
活
動
の
こ
と
で
、

法
務
省
が
主
唱
す
る
も
の
で
す
。
活
動
は
年
間

を
通
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
７
月
を

強
調
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
と

社
会
と
を
温
か
い
心
で
結
び
、
そ
の
立
ち
直
り

を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
東
海
保

護
司
の
会
と
東
海
村
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ

ん
で
す
。

　

東
海
保
護
司
の
会
は
、
保
護
観
察
対
象
者
の

指
導
や
帰
住
先
の
環
境
調
整
等
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
現
在
、
村
で
は
11
人
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
東
海
村
更
生
保
護
女
性
会
は
、
女

性
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
地
域
の
犯
罪
予
防
活

動
や
更
生
支
援
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。
現
在
、
村
で
は
23
人
の
会
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
治
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
村
内
の
公
共
施
設
等
に「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」標
語
パ
ネ
ル
の
掲
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が

こ
の
運
動
を
支
え
て
い
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

「
社
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７
月
３
日
、
東
海
中
学
校
、
県
立

東
海
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

と
、
東
海
保
護
司
の
会
、
東
海
村
更

生
保
護
女
性
会
、
東
海
村
人
権
擁
護

委
員
で
組
織
す
る「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
東
海
村
推
進
委
員
会
」（
代
表･

山
田
修
村
長
）が
、
Ｊ
Ｒ

東
海
駅
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
は
、
ひ
た
ち

な
か
警
察
署
東
海
地
区
交
番
や
Ｊ
Ｒ
東
海
駅
の
方
々
も
参
加
し
、

通
勤･

通
学
中
の
皆
さ
ん
へ
声
を
掛
け
な
が
ら
、
活
動
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
啓
発
物
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
東
海
保
護
司
の
会
の
皆
さ
ん
は
東
海
中
と
東
海
南

中
を
訪
問
し
、
い
じ
め
や
非
行
を
テ
ー
マ
と
し
た「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
村
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
、
積
極
的
に
啓

発
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

　

村
で
は
昨
年
度
、「
東
海
村
再
犯
防
止
推
進
計
画
」を
策
定
し
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ど
う

し
て
犯
罪
や
非
行
が
起
き
て
し
ま
う
の
か
、
立
ち
直
ろ
う
と
す
る

人
を
地
域
で
受
け
入
れ
、
支
え
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を

考
え
、
安
全･

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉･

地
域
医
療
推
進
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
４
０
）

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
を
…

も
っ
と
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

ウエスやスポンジが乾燥する過程で、自然
発火する危険性があります。
　植物油が含まれる塗料が付いた布類は、
水に浸して空気に触れないようにする等、
メーカーが指定する方
法で処理するようご注
意ください。

　植物油が含まれる塗料が付いた布類からの
火災が、複数発生しています。
　アマニ油、ケシ油、桐油等の植物油（不飽和
脂肪酸）は、乾燥する過程で酸素と結合すると
酸化反応を起こし、発熱する性質を持ってい
ます。塗料自体は、自然発火しないとされて
いますが、アマニ油等を含んだ塗料を浸した

【問い合わせ】ひたちなか･東海広域事務組合消防本部予防課（☎271-0735）

塗料塗料を原因とするを原因とする火災火災が複数発生していますが複数発生しています
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